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世
界
遺
産
登
録
を
間

近
に
控
え
、
ト
イ
レ
使
用
が

不
評
で
あ
る
。
便
器
が
冷
た

く
、
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
で
も

な
く
不
便
で
あ
る
。
改
善
は
。

　
　
　

平
成
30
年
度
に
、
温

水
洗
浄
便
座
を
設
置
す
る
よ

う
指
示
を
出
し
て
い
る
。

　
　
　

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
は

ど
こ
に
行
っ
て
も
つ
い
て
い

る
も
の
な
の
で
、
早
い
対
処

を
お
願
い
す
る
。
世
界
遺
産

関
連
施
設
整
備
基
本
計
画
の

概
要
の
説
明
を
。

　
　
　

来
訪
者
の
利
便
性
を

図
る
た
め
、
世
界
文
化
遺
産

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
観
光
案
内
、

休
憩
所
、
土
産
品
の
販
売
、

食
事
ス
ペ
ー
ス
、
ト
イ
レ
、

駐
車
場
な
ど
の
機
能
を
持
っ

た
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　
　

土
地
の
地
権
者
の
同

意
は
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

所
有
者
の
皆
さ
ん
方

に
説
明
を
し
、
ご
理
解
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　

そ
の
後
の
イ
ノ
シ
シ

対
策
の
成
果
と
現
状
は
。

　
　
　
　
　
　

ワ
イ
ヤ
ー
メ

ッ
シ
ュ
71
万
８
，８
０
０
ｍ
、

電
気
柵
17
万
４
，５
６
０
ｍ

で
、
平
成
22
年
度
は
１
千
頭

以
下
だ
っ
た
が
、
23
・
24
年

で
１
千
頭
、
25
・
26
年
で
２

千
頭
を
こ
え
、
27
年
度
以
降

は
３
千
頭
台
で
推
移
し
て
い

る
。

　
　
　

だ
い
ぶ
ん
減
っ
て
き

た
よ
う
だ
が
、
イ
ノ
ブ
タ
が

い
る
の
で
、
す
ぐ
元
に
戻
ら

な
い
よ
う
に
続
け
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
　

進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

島
鉄
㈱
と
の

事
務
協
議
が
整
い
、
３
月
末

ま
で
に
寄
附
契
約
を
締
結
予

定
で
あ
る
。

　
　
　

木
や
雑
草
は
定
期
的

に
除
草
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

30
年
度
当
初

予
算
に
、
除
草
・
伐
採
等
に

要
す
る
費
用
と
し
て
、
１
千

万
円
計
上
を
お
願
い
し
て
い

る
。

　
　
　

口
ノ
津
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
、
物
産
館
な
ど
の
計
画
は
。

　
　
　
　
　
　

一
階
に
売
店
、

軽
食
ど
こ
ろ
を
整
備
す
る
予

定
。

　
　
　

加
津
佐
の
物
産
館
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

23
年
に
策
定

さ
れ
、
年
数
も
経
過
し
て
お

り
、
現
在
の
状
況
を
踏
ま
え

計
画
内
容
に
つ
い
て
、
改
め

て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

な
る
べ
く
早
く
計
画

を
ま
と
め
、
実
施
し
て
も
ら

い
た
い
。

市長／平成３０年度中に
温水洗浄便座を設置する。
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憲
法
９
条
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　
　
　

憲
法
９
条
の
本
質
は
、

戦
争
・
武
力
の
行
使
は
し
な

い
、
そ
の
た
め
の
戦
力
は
保

持
し
な
い
、
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

安
倍
首
相
は
、
憲
法

９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
明
記
す
る

と
ど
う
な
る
と
思
う
か
。

　
　
　

国
政
の
場
で
十
分
に

論
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　

市
民
の
命
と
く
ら
し

を
守
る
た
め
、
市
長
も
９
条

改
憲
に
反
対
し
て
欲
し
い
。

今
の
自
衛
隊
は
、
災
害
時
に

活
躍
す
る
自
衛
隊
、
日
本
が

攻
め
ら
れ
た
場
合
に
、
こ
れ

に
立
ち
向
か
う
自
衛
隊
（
と

い
う
任
務
）
だ
け
で
は
な
い
。

集
団
的
自
衛
権
の
容
認
、
安

保
法
制
の
可
決
等
に
よ
り
、

ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
戦
争
す

る
自
衛
隊
に
変
質
し
て
い
る
。

自
衛
隊
を
憲
法
に
明
記
す
れ

ば
、
海
外
で
堂
々
と
戦
争
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
　
　

議
会
は
、
議
員
政
治

倫
理
条
例
を
こ
の
議
会
に
提

案
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
私

は
市
長
に
も
４
年
前
か
ら
要

請
し
て
き
た
が
。

　
　
　

制
定
に
向
け
て
準
備

し
て
い
る
。

　
　
　

国
保
税
は
高
す
ぎ
る

と
い
う
認
識
は
持
っ
て
い
る

か
。

　
　
　

他
の
医
療
保
険
制
度

と
比
較
し
て
、
違
い
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

国
の
や
り
方
で
、
来

年
度
以
降
の
国
保
税
は
下
が

る
と
思
う
か
。

　
　
　

下
が
る
見
込
み
は
な

い
と
思
う
。

　
　
　

国
保
税
が
高
い
の
は

国
の
責
任
だ
。
国
に
国
保
税

を
引
き
下
げ
る
よ
う
要
求
せ

よ
。

　
　
　

全
国
市
長
会
を
通
し

て
、国
に
要
請
を
し
て
い
く
。

　
　
　

一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
や
ら
な
い
と
、
国

保
税
は
大
幅
引
き
上
げ
に
な

る
。

　
　
　

そ
う
い
う
考
え
の
も

と
で
、
30
年
度
も
１
億
５
，

０
０
０
万
円
繰
入
れ
て
い
る
。

　
　
　

子
ど
も
の
医
療
費
の

病
院
窓
口
無
料
化
、
高
校
生

ま
で
の
拡
大
、
学
校
給
食
費

の
無
料
化
、
タ
ク
シ
ー
・
バ

ス
券
の
枚
数
増
、
温
水
プ
ー

ル
の
建
設
な
ど
、
住
民
の
要

望
が
強
い
。
年
間
約
３
４
０

億
円
の
予
算
配
分
、
１
９
０

億
円
の
基
金
の
活
用
に
よ
り
、

実
現
は
十
分
可
能
で
あ
る
。

桑原幸治議員

議
員

議
員

政
治
倫
理
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
　
　

市
長

市
長

議
員 国保税が高いのは加

入者の責任ではない
国の責任である

国保税が高いのは加
入者の責任ではない
国の責任である

憲
法
９
条
に
つ
い
て

市
長
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市
長イ

ノ
シ
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対
策
に
つ

い
て

島
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鉄
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跡
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利
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い
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企
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振
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部
長

企
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振
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部
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企
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振
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部
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企
画
振
興
部
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議
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議
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新
年
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施
政
方
針

に
つ
い
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議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

市長 /国にしっかり伝え
ていかなければならない。

保険税（料）の比較

負　　担

本 人 負 担

本 人 負 担

事業主負担

本 人 負 担

事業主負担

金　　　額

３６７，７００円
１８５，１７２円
１８５，１７２円
１７４，３７６円
１９３，２２１円

種　　類

国民健康保険

協 会 健 保

共 済 組 合

所得：２００万円
４人家族（親２人、子供２人）
平成29年度


